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研究分野：総合領域 

科研費の分科・細目：科学教育、教育工学・教育工学 

キーワード：カリキュラム、教授法開発、ペア学習 

 
１．研究計画の概要 

P C 操作能力の多様化や情報リテラシー格
差拡大への対応として、大学情報基礎教育に
おけるペア学習の可能性について検討する
ことを目的とする。特に、これまでのペア学
習実践で課題提起されている効果的ペア編
成のためのペア組み分け指標に焦点を当て
る。 

具体的には、大学の情報基礎教育にペア学
習法を導入し、ペアでの協同的課題解決と単
独解決を比較することによってその有効性
を検討する。併せて、ペア編成や組み分け指
標が効果に及ぼす影響を分析し、学習効果の
高いペア組み分け指標を明らかにする。 

 
２．研究の進捗状況 
大学の情報基礎教育にペア学習法を導入

し、3 大学の様々な専門領域の学生約 280 名
を対象に、課題達成度向上に有効なペア編成
とペア組み分け指標に焦点を当てた実験授
業を行っている。これまでに、組み分け指標
として有効と思われる、基礎学力調査と高校
までのパソコン経験調査を事前に行い、その
後、情報基礎演習授業で文書処理検定試験問
題に準拠した実技試験を個人とペアで行っ
た。そしてこれらのデータを比較・分析する
ことによってペア学習法の効果と問題点を
明確化し、その対策についてペア組み分け指
標の観点から検討してきた。その結果、次の
知見が得られている。 

 
(1)ペア学習効果に関する知見 
①ペアでの協同解決によって全体的に課題
達成度が向上し、特に成績下位者ほど効果
が高い。 

②ペア学習法に対するアンケート評価は高

く、学生ニーズに適合した手法である。 
③ペア間で効果に顕著な差があることや、効
果が認められない、あるいは負の効果を示
すペアが存在する。 

④ペア学習効果が負のペアは発話量が尐な
く、基礎学力差は大きい傾向がある。 

⑤解決課題の難易度や処理時間の管理力な
どによってペア学習時の発話量が変化し、
学習効果に影響する。 

 
(2)ペア学習組み分け指標に関する知見 
①ペア内の基礎学力差が小さい、パソコン経
験差が大きい、異性の組み合わせで、発話
量が多い場合にペア学習効果が高い。 

②情報基礎教育におけるペア学習組み分け
指標として、基礎学力、パソコン経験、性
別が有効と判断される。 

 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

大学情報基礎教育におけるペア学習効果
と組み分け指標との関連についてほぼ調査
結果がまとまり、今年度は抽出されたペア組
み分け指標を用いた実践を行い、その効果を
検証するのみとなった。過去 3年間、情報基
礎演習科目の受講者約 850名を対象とした実
験データを蓄積することができ、必要なデー
タの収集、分析が予定通り進展しているため
順調と判断する。 
 

４．今後の研究の推進方策 
これまで、クラスによってペア学習実験授

業の実施時期が若干異なったことから、今年
度は極力同時期に実施できるよう調整を行
う。 
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